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インターネット上の真偽不明な情報「フェイクニュース」の拡散や，検索履歴などから自分の好みに合った情報ばか
りに囲まれる「フィルターバブル」など，インターネットやSNSの普及によって，情報の選択的接触が社会の分断を
生じさせている可能性が指摘されている。

人々はいま，どのように世の中の動きを伝えるニュースや情報に接し，何を重視しているのだろうか。ネット系
メディアの利用と，人々の意識や価値観はどのように関係しているのだろうか。また，社会に何らかの「分断」は
存在しているのだろうか。

2018年6月に実施した「情報とメディア利用」調査の結果では，若年層と高年層の間で，日常的に利用するメディ
アが大きく異なっており，情報への意識では，「今の社会は情報が多すぎる」という人が，全体で8割を超えていた。
一方，「自分が知りたいことだけ知っておけばいい」という人は，全体で3割だが，SNS 利用が多い若年層では4割
前後と多かった。さらに，関心のある情報のジャンルについて尋ねたところ，若年層では，政治・経済・社会の情
報に対する関心が低く，そもそも関心のある情報のジャンルも少なかった。

情報過多時代に，人々は，インターネットで「知りたいことだけ」に合理的に接触している一方，そうした選択的
接触が，これまでマスメディアが形成してきた情報基盤の「分断」につながっていることが垣間見える結果となった。

Ⅰ　はじめに

近 年， インターネットやSNS（Twitter，
Facebookなどのソーシャルネットワーキング
サービス）の普及とともに，虚偽の情報「フェイ
クニュース」の拡散や，検索履歴などから自分
の好みに合った情報ばかりに囲まれる「フィル
ターバブル」が世界的な問題となっている。特
に2016 年のアメリカ大統領選挙では，SNS
で共有されたフェイクニュースやフィルターバ
ブルによる情報の選択的接触が世論を分極化
し，社会の「分断」を生んだ可能性が指摘さ
れている1）。

日本でも，スマートフォンの登場から10年が
経ち，人々を取り巻く情報環境は大きく変わっ
た。いまやニュースは，新聞やテレビなどのマ
スコミから一方向に受け取るだけではなく，い

つでも，どこでも，知りたい情報を自分で検索
し，SNS上で誰かと共有できるようになった。
また，利用履歴に応じてネット上のサイトで表
示される情報が異なり，見ているニュースの項
目が家族や友人と違うことも珍しくない。

はたして，人々はいま，世の中の動きを伝え
るニュースや情報にどのように接し，何を重視
しているのか。そして，ニュースサイトやSNS
などのインターネット系情報メディアの利用と，
人々の価値観や情報観は，どのように関係する
のだろうか？

NHK放送文化研究所（以下，文研）では，
2017年6月から，情報とメディア利用に関する
人々の意識や行動を把握するための調査研究
を段階的に進めてきた。まず，外部の有識者 2）

と意見を交換し，情報環境やメディア利用の現
状への疑問や仮説を洗い出した。次に，イン
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ターネットやSNSを活発に利用する若年層の意
識と行動を知るため，同年12月に，グループ
インタビュー調査を実施した。さらに，インタ
ビューで特徴的だった意識や行動が，若年層
の間で広がっているかどうかを定量的にみるた
め，2018年2月には全国の16 ～ 29歳を対象
にしたウェブ調査も行った。

そして2018年6月，若年層にみられた情報
に対する意識やメディア利用が，他の年層でも
みられるものなのかを確認するため，世論調
査を実施した。本稿では，この世論調査の結
果を中心に報告する。なお，この調査の企画・
分析は，世論調査部の渡辺洋子，行木麻衣，
保髙が担当した。

Ⅱ　調査の問題意識

まず，外部有識者との意見交換を通じて出
てきた仮説や疑問は次のようなものであった。

次に，これらの問題意識が社会の現状を反
映するものかどうかを確認し，また，世論調
査で調査すべき項目を取捨選択するため，プ
レ調査として10 代後半～ 20 代を対象としたグ

ループインタビューとウェブ調査を行った。この
世代を対象にした理由は，いわゆる「スマホネ
イティブ」世代 3）であり，近年の各種調査の結
果からもSNSを活発に利用し，上の年層には
ない特徴的な情報行動や情報観があるのでは
ないかと考えたからである。

グループインタビュー調査は2017年12月，
首都圏在住のSNS 利用者30人を対象に行っ
た。まとめると，以下のような傾向を抽出する
ことができた。

・日常のなかで接する情報が多すぎるという認
識が広くみられた。

・自分が関心のある分野の情報だけでも膨大
なので，これ以上は手を広げたくないという
意識がみられたが，実際に個人的に関心が
ある情報に絞る人だけではなく，社会的な
情報を確認する人もいた。

・関心がある情報の範囲は概して狭く，情報を
探す範囲も狭かった。

・世の中で話題になっている情報を知りたいと
き，検索ポータルよりも，まずSNSで検索す
る意識が一部にみられた。

・当事者や自分を知る人からの情報を“リアル”
と感じて信じる，という意識がみられ，他者
が編集や加工した情報に対しては不信感が
見受けられた。

・特に女性では，SNSのフォロー先が非常に多
く，数百～千件にのぼる人もいた。フォロー
する理由は，自分の細かい興味に対応した
詳細な情報が得られること，価値観を共有し
た発信者だと信頼できるから，であった。

・メディアからの情報に対し全面的な信用はし
ておらず，自分で選択して判断することが重
要だという意識がみられた。

① 接触する情報が多すぎるという認識か
ら，自分が関心のある情報だけを選びた
いという意識が高くなっているのではな
いか。

②特に若年層は，自分の身の回りのことが
中心で関心の幅が狭くなり，世の中の動
きを伝えるニュースへの関心度が低いの
ではないか。　

③若年層の間では，インターネット，特に
SNSが情報基盤となっており，テレビは
数多くの情報源の1つになっているので
はないか。
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・自分が関心のある領域の情報には高い信頼
性を求めるが，そうではない情報は不確か
であっても拡散に抵抗がない傾向があった。

結果からは，「自分が知りたいこと」「関心の
あること」だけを知りたい，という意識が強く
みられ，個人的に関心がある情報へのこだわ
りの強さや範囲がメディア選択の重要な要素に
なるのではないかと考えられた。そして，その

「関心のあることだけを知りたい」という欲求に
応えるものとして，SNSが存在感を増している
ことがうかがえた。

引き続き行ったウェブ調査 4）の結果からも，
これらの傾向が少なくとも若年層では広がって
いることが確認できた。こうしたプレ調査を経
て，世論調査では，「自分が知りたいことだけ
知っておきたい」という意識の有無，関心があ
る情報ジャンルの種類や数，情報の入手先や
情報に対して信用できると考える理由，などの
項目を中心に，プレ調査からみえてきた若年層
の情報行動と意識の関係が他の年層にもみら
れるかを検証したいと考えた。

Ⅲ　調査の概要

世論調査は，2018年6月16日（土）～ 24日
（日）の9日間にわたり，住民基本台帳から無
作為に抽出した全国の16～69歳の男女3,600
人に対し，配付回収法で実施した。調査有効
数（率）は2,369人（65.8％）であった。今回は，
調査の問題意識から，直近の調査 5）で伝統的
なマスコミとインターネット系メディアの両方に5
割以上接している69歳以下の年層を対象とす
ることで，インターネット利用が活発な若年層
のサンプル数をできる限り確保する設計とした。

Ⅳ　調査の結果から

1.現在のメディア利用と情報観

（1）日常的なメディア利用
若年層ではSNSの毎日利用が6割

まず，基本的な前提として，人々が日常的に
どのメディアを利用しているかを男女年層別に
確認しておきたい。本調査では，テレビ，新聞
などの伝統的なマスコミと，LINE，Twitter，
InstagramなどのSNS，YouTube，huluなど
の動画共有・配信サービス，SNS・動画以外
のインターネットを項目として挙げ，それぞれの
利用頻度を尋ねた。

日常的な利用状況で比較するため，「毎日の
ように」利用していると回答した人の割合（表

1）をみると，全体では，「放送時間にリアル
タイムで見るテレビ番組」の視聴が 53％，「録
画したテレビ番組」が 17％，「インターネット
を通じて見るテレビ番組」（TVer，NHKオン
デマンドなど）が 2％だった。いずれかの利用
をまとめた「テレビまとめ」は，6 割に達した。

その「テレビまとめ」に次いで，毎日利用さ
れていたのがSNSだった。「LINE」「Twitter」

「（LINE，Twitter以外 の）SNS（Facebook，
Instagramなど）」のいずれかの利用をまとめた

「SNSまとめ」は，全体で57％だった。
男女年層別にみると，男女30 代以下と女40

代では「SNSまとめ」が「テレビまとめ」を上
回った。特に「SNSまとめ」は，16 ～ 19歳，
女20 代ではおよそ9割が毎日利用しており，
これは，「LINE」が全体で54％と，リアルタ
イムのテレビ視聴（53％）と同程度によく利用
されていることが大きい。また，20 代に限れ
ば，「Twitter」や「（LINE，Twitter以外 の）
SNS」を単独でみても，それぞれの「テレビま
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表 1　メディア別毎日利用者（男女年層別） （％）

とめ」と同等以上に毎日利用されている。
また，SNSとともに若年層で存在感があっ

たのが「動画共有・配信サービス」で，全体で
は毎日利用者は2割にとどまるが，16 ～ 19歳
は59％，男20 代54％，女20 代40％と，若年
層では「テレビまとめ」に近いか上回るボリュー
ムだった。このように，若年層はSNSや動画
など，日常的に接触するメディアの選択肢が多
く，毎日利用するメディアのなかで，テレビは
決して突出した存在ではない。

一方，50・60 代では「放送時間にリアルタイ
ムで見るテレビ番組」や「新聞」といったマス
メディアの毎日利用が5割を超え，日常的によ
く利用されていることが分かる。40 代を境に，
上の年層と下の年層で，テレビや新聞などのマ
スメディアと，SNSや動画などのインターネット
との位置づけが大きく異なることが，現在のメ
ディア利用の特徴だといえる。

（2）情報に関する意識
「自分が知りたいことだけ知っておけばいい」

20代で45％

続いて，情報に関する11項目の意識につい
て，それぞれ「あてはまる」「まああてはまる」と
回答した人の割合を男女年層別でみる（表2）。

事前の問題意識の検討段階から注目し，若
年層へのグループインタビューでもみられた「今
の社会は情報が多すぎると思う」については全
体で84％，すべての男女年層で8割を超えた。
特定の層に固有の意識というより，いまの社会
に対する人々の共通認識だと考えられる。

次に，グループインタビューにおいて若年
層のSNS 利用者で特徴的だった「自分が知り
たいことだけ知っておけばいい」は，全体で
31％だったが，16 ～ 19歳が39％，男20 代が
45％，女20 代が44％と，若年層で全体より高
いという結果が出た。特に，SNSの利用が男

全体 16～
19歳

男 女
20代 30代 40代 50代 60代 20代 30代 40代 50代 60代

〈2,369〉〈128〉〈114〉〈193〉〈270〉〈226〉〈276〉〈136〉〈155〉〈292〉〈281〉〈298〉

テ
レ
ビ

放送時間にリアルタイムで見るテレビ番組 53 33 22 38 44 58 67 35 52 59 63 72
録画したテレビ番組 17 14 12 14 17 16 17 18 18 18 21 16
インターネットを通じて見るテレビ番組 2 4 6 3 2 1 1 2 2 3 1 0

テレビまとめ＊1 60 41 32 46 53 64 70 48 59 67 70 76
ラジオ（インターネットラジオを含む） 11 3 4 6 13 15 23 4 5 9 12 16
新聞（電子版を含む） 40 3 12 19 40 52 66 7 21 35 50 65
本・雑誌（電子版を含む） 11 13 10 10 12 11 11 6 10 12 10 12

S
N
S

LINE（ライン） 54 81 74 62 54 39 19 85 79 72 51 28
Twitter（ツイッター） 15 56 40 15 10 7 3 60 18 10 7 2

（LINE，Twitter以外の）
SNS（Facebook，Instagramなど） 19 45 33 21 14 14 5 53 39 20 11 5

SNSまとめ＊2 57 88 76 66 58 43 20 92 82 74 53 29
動画共有・配信サービス（YouTube，huluなど） 20 59 54 33 22 16 7 40 21 12 11 4

（SNS・動画以外の）インターネット 35 41 52 43 44 35 21 52 50 38 28 18
■は全体と比べ統計的に高い層であることを示す（以下同様）＊3

＊1  「放送時間にリアルタイムで見るテレビ番組」「録画したテレビ番組」「インターネットを通じて見るテレビ番組」のいずれかに接触した人の合計
＊2  「LINE」「Twitter」「（LINE，Twitter以外の）SNS（Facebook，Instagramなど）」のいずれかに接触した人の合計

＊3  全体に対する各年層の特徴をみるために，該当する層と，全体から該当する層を除いた残りの層で「互いに独立な％の差の検定」を行った結果。
　    以下の検定式を用いている（以下同様）

・  サンプル数 :（全体）n1，（一部）n2　　割合（％）:（全体）p1，（一部）p2

・  z =「1.960」以上なら「有意水準（危険率）5％で」有意差あり

p1－p2

－
n1n2

1 1
p1(100 － p1) (　　　　   )

z
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表2　情報に関する意識（「あてはまる」＋「まああてはまる」）（男女年層別）

女とも6割を超えている39歳以下（726人）を
対象に，「今の社会は情報が多すぎる」と感じ
ているかどうかで，「自分が知りたいことだけ
知っておけばいい」という意識に差があるかを
みたところ，

【39歳以下】
 

注）不等号は2層間の統計的な高低を示す（以下同様）

となった。情報への過多感と，情報入手の範
囲を限定する意識には何らかの関係があると考
えられる。

なお，「自分が知りたいことだけ知っておけ
ばいい」については，この質問文だけでは「知
りたいこと」が個人的で閉じられた方向なの
か，もしくは，社会全体を考えた開かれた方向
なのかが分からないため，個人と社会という軸
で対比して，自分の考えに近いほうを選んでも
らう質問も用意した（図1）。「それぞれが興味
のあることだけ，知っていればいい」に「近い」

「どちらかといえば近い」を合わせた「個別志
向」計が全体で18%，「興味はなくても，社会
の一員として知っておくべきことがある」に「近
い」「どちらかといえば近い」を合わせた「社会

志向」計は82%だった。男女年層別でみると，
「個別志向」計は，男20・30 代と女20 代が全
体より高く，「自分が知りたいことだけ知ってお
けばいい」と同様の傾向を示した。

また，39歳以下を対象に，「自分が知りたい
ことだけ知っておけばいい」と感じているかど
うかで，他の情報に関する意識に違いがある
かどうかをみると，

全体 16～
19歳

男 女
20代 30代 40代 50代 60代 20代 30代 40代 50代 60代

今の社会は情報が多すぎると思う 84 80 86 80 83 84 83 82 85 90 86 86
さまざまなメディアの情報を見比べるほうだ 46 43 50 50 50 46 52 46 55 41 40 41
自分にとっては，数は少なくても決まった情報源があればいい 60 62 60 61 55 58 55 60 66 62 66 61
自分が知りたいことだけ知っておけばいい 31 39 45 38 27 29 27 44 29 32 27 22
情報はできるだけ深く知りたい 66 65 67 67 72 70 74 63 73 59 61 61
正しい情報をより分ける自信がある 30 24 35 33 39 36 42 21 19 25 23 22
知りたいことについて，すぐ情報が得られないと気がすまない 40 49 48 48 39 43 36 49 47 36 34 28
必要な情報にはお金をかける 19 13 25 24 23 25 18 20 21 20 15 11
必要な情報を得るときは時間をかける 44 41 54 52 47 46 37 50 50 44 43 35
自分の考えや感じたことを多くの人に知ってもらいたい 17 34 34 17 17 15 18 21 10 12 13 17
マスコミ情報より，くちコミ情報のほうが信頼できる 24 30 28 27 21 20 14 43 33 31 21 18

（％）

図 1　情報に対する意識 1（男女年層別）

今の社会は情報が多すぎると思う
あてはまる
（598人）

あてはまらない
（123人）

自分が知りたいことだけ
知っておけばいい 41% ＞ 29%
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「個別志向」計
「それぞれが興味のあることだけ，知っていればいい」
「社会志向」計
「興味はなくても，社会の一員として知っておくべきことがある」

注）「近い」「どちらかといえば近い」の合計
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【39歳以下】
 

などの点で特徴がみられた。
ここまでみてきたことをまとめると，年層に

かかわらず「今の社会は情報が多すぎる」と多
くの人が感じており，特に若年層では「自分が
知りたいことだけ知っておけばいい」という意
識を持つ人も多くなっている。また，この「自
分が知りたいことだけ知っておけばいい」とい
う意識を持っている人には，情報源は少数でよ
いと考え，情報収集に時間をかけず，情報を
見比べない人が多い傾向があると考えられる。

なお，「自分が知りたいことだけ知っておけ
ばいい」と感じているかどうかで，毎日利用し
ているメディアに違いがあるかどうかを39歳以
下で確認したところ，

【39歳以下】

 
「自分が知りたいことだけ知っておけばいい」
という人のほうが，「新聞（電子版を含む）」と

「（LINE，Twitter以外の）SNS（Facebook，
Instagramなど）」の毎日利用が低かった。他
のメディアについては統計上の有意な差はな
かった。

2.人々が関心のある情報とは

（1）関心がある情報のジャンル
若年層は世の中の動きを伝える情報への

関心が低い

前節でみてきた通り，意識面では，「自分が
知りたいことだけ知っておけばいい」という考
え方が若年層では特徴的だったが，実際に「知
りたいこと」＝「関心がある情報」のジャンルや
数に年層間の違いはあるのだろうか。
「政治・経済・社会の情報」「生活に関わる

実用的な情報」「音楽・芸能などの情報」など，
代表的な情報ジャンルを9つ（「その他」を含
む）提示し，そのなかから関心がある情報を複
数回答で選んでもらった（表3）。

もっとも高かったのは「生活に関わる実用
的な情報」（60%）と「政治・経済・社会の情
報」（57%）で，「個人的な趣味に関する情報」

（43%），「グルメや旅行・レジャー情報」（41%），
「スポーツ情報」（40%）が続いた。男女別でみ
ると，男性では「スポーツ情報」が高く，女性
では「生活に関わる実用的な情報」「音楽・芸
能などの情報」「最近の流行・はやりもの」な
どが高いという違いがみられた。「個人的な趣
味に関する情報」は，男性では20 ～ 50 代の
各年層で5割前後にのぼったものの，女性で
は5割を超えたのは20 代のみで，30 代以上の
各年層では3割台にとどまった。

また，全体では6割近い人が関心を持って
いた「政治・経済・社会の情報」だが，年層に
よる差が大きい。男50 代，男女60 代で7割を

自分が知りたいことだけ
知っておけばいい

あてはまる
（279人）

あてはまら
ない

（441人）
自分にとっては，数は少なくて
も決まった情報源があればいい 80% ＞ 51%

必要な情報を得るときは時間を
かける 45% ＜ 53%

さまざまなメディアの情報を見
比べるほうだ 38% ＜ 57%

〔毎日利用しているメディア〕

自分が知りたいことだけ
知っておけばいい

あてはまる
（279人）

あてはまら
ない

（441人）
放送時間にリアルタイムで見るテレビ
番組 33% 40%

録画したテレビ番組 17% 14%
インターネットを通じてみるテレビ番組 5% 2%
ラジオ

（インターネットラジオを含む） 3% 6%

新聞（電子版を含む） 10% ＜ 16%
本・雑誌（電子版を含む） 9% 10%
LINE（ライン） 72% 76%
Twitter（ツイッター） 38% 34%

（LINE，Twitter以外の）SNS
（Facebook，Instagramなど） 32% ＜ 40%

動画共有・配信サービス
（YouTube，huluなど） 43% 38%

（SNS・動画以外の）インターネット 43% 50%
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超えるなど高年層で高いのに対し，16 ～ 19歳
で22％，男女20 代で3割台など，若年層で全
体より低かった。さらに，「政治・経済・社会
の情報」以外のジャンルのみに関心があると回
答した人をまとめると，16 ～ 19歳で75％，男
20 代で49％，女20 代で62％など，若年層で
全体より高かった。これらの結果から，若年
層のなかには，世の中の動きを伝える「政治・
経済・社会の情報」が，「自分が知りたいこと
だけ知っておきたい」の対象に入っていない人
が相当数いる可能性がある。

なお，「自分が知りたいことだけ知っておけ
ばいい」に「あてはまる」人と「あてはまらない」
人を分け，39歳以下で「政治・経済・社会の
情報」への関心があるかをみたところ，

【39歳以下】

 

となり，「自分が知りたいことだけ知っておけ
ばいい」人のほうが，「政治・経済・社会の情
報」への関心が低かった。

一方，若年層が関心のある情報ジャンルで
男女とも半数を超えたのが前述の「個人的な

趣味に関する情報」で，女20 代では「音楽・
芸能などの情報」や「最近の流行・はやりもの」
が6割程度おり，全体より高かった。このよう
な関心のあるジャンルの種類が，日常的に利用
するメディアと関係することは想像に難くない。
39歳以下を対象に，「個人的な趣味に関する
情報」に関心がある人とない人で毎日利用する
メディアに違いがあるかどうかをみると，

【39歳以下】

 
となり，「個人的な趣味に関する情報」に関心
がある人は，関心がない人よりも，「（SNS・動
画以外の）インターネット」「動画共有・配信サー
ビス」「Twitter」の毎日利用が高かった。他の

表3　関心がある情報ジャンル（複数回答）（男女年層別） （％）

全体 16～
19歳

男 女
20代 30代 40代 50代 60代 20代 30代 40代 50代 60代

政治・経済・社会の情報 57 22 39 54 61 70 81 34 43 48 58 71
生活に関わる実用的な情報 60 23 36 42 50 61 58 50 76 69 74 80
音楽・芸能などの情報 40 66 39 31 31 33 23 60 51 46 47 35
スポーツ情報 40 27 42 50 57 50 66 20 17 28 33 32
最近の流行・はやりもの 36 51 38 25 31 33 19 58 50 45 40 29
グルメや旅行・レジャー情報 41 21 21 33 36 39 37 51 53 47 48 51
個人的な趣味に関する情報 43 63 55 47 49 51 36 57 38 35 37 34
近所や地元の身近な情報 25 6 19 17 22 24 27 13 37 26 34 29
その他 3 2 1 2 2 4 1 4 3 5 5 5
特にない 4 3 11 5 3 3 3 3 6 4 3 3

政治・経済・社会の情報以外のみに関心（まとめ） 38 75 49 39 36 26 16 62 50 47 39 26

自分が知りたいことだけ
知っておけばいい

あてはまる
（279人）

あてはまらない
（441人）

「政治・経済・社会の情報」
に関心がある 26% ＜ 49%

〔毎日利用しているメディア〕

「個人的な趣味に関する
情報」に関心がある

あてはまる
（370人）

あてはまら
ない

（356人）
放送時間にリアルタイムで見るテレビ
番組 39% 35%

録画したテレビ番組 16% 14%
インターネットを通じてみるテレビ番組 2% 4%
ラジオ

（インターネットラジオを含む） 6% 3%

新聞（電子版を含む） 12% 15%
本・雑誌（電子版を含む） 11% 8%
LINE（ライン） 75% 74%
Twitter（ツイッター） 42% ＞ 28%

（LINE，Twitter以外の）SNS
（Facebook，Instagramなど） 39% 35%

動画共有・配信サービス
（YouTube，huluなど） 44% ＞ 35%

（SNS・動画以外の）インターネット 54% ＞ 40%
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メディアは同程度であった。

（2）関心がある情報ジャンルの数
関心がある情報のジャンルが少ない若年層

ここまで，関心がある情報の「ジャンル」に
ついてみてきたが，もう1つ注目したいのが，
その「数」である。事前に行った若年層への
グループインタビューで，あるニュースサイトの
まったく同じ記事の載った一覧画面を提示し，
関心がある記事を挙げてもらったところ，そも
そも興味のあるジャンルが非常に少ないことが
印象的だった。そこで，先ほどの質問で関心
がある情報ジャンルとして挙げた項目の数が0
または1のグループを「少ない・なし」，2 ～ 3
のグループを「中間」，4以上のグループを「多
い」として集計，分析した（表4）。

結果は，「少ない・なし」は全体では11％で
あるが，16 ～19歳と男20 代では2割前後おり，
全体より高かった。また，この「少ない・なし」

（266人）の人で，「自分が知りたいことだけ知っ
ておけばいい」は47％で，「中間」の33％，「多
い」の24%を上回った。

ここまでの結果をみると，自分が知りたいこ
とだけ知ればいい，という意識通り，若年層
では，関心を持つ情報のジャンルが個人的な
趣味へと偏り，ジャンルの範囲も限られたもの
になる傾向があると思われる。

3.「ニュース」に対する意識と行動

（1）人々にとっての「ニュース」情報
ニュースと認識されている情報は多様

かつて日本の多くの家庭では，朝は宅配さ
れた新聞を読み，夜はテレビのニュース番組を
見るなど，「ニュース」の接触の仕方やイメージ
がある程度，共有されていた 6）。新聞やテレビ
のニュースは，新聞社や放送局の編集方針に
従って提供され，個々の人々が必ずしも関心の
ない情報も含めて接触することで，社会にとっ
て共通の情報基盤の役割を果たしていたと考
えられる。

しかしながら，インターネットのニュースサイ
トやアプリの登場で，環境は大きく変わってい
る。はたして，いま人々は何を「ニュース」だと
認識し，どこから入手しているのだろうか。

今回の調査では，関心がある情報ジャンル
を尋ねた質問と同じ9項目を挙げて，「ニュー
ス」だと思うものを複数回答で選んでもらった

（表5）。
全体でもっとも多かったのは，やはり「政治・

経済・社会の情報」で89%，続く「スポーツ
情報」の50%を大きく引き離した。「政治・経
済・社会のニュース」は，男女年層別でみても，
若年層で8 ～ 9割の人が「ニュース」だと認識
していた。

しかし，若年層ではほかにもニュースだと認
識している人が多い情報ジャンルがある。「音

表4　関心がある情報ジャンルの数（男女年層別）

全体 16～
19歳

男 女
20代 30代 40代 50代 60代 20代 30代 40代 50代 60代

少ない・なし（0～1） 11 17 21 14 11 9 12 7 10 12 9 9
中間（2～3） 43 59 47 52 48 41 43 46 34 42 36 38
多い（4～） 45 24 30 32 40 49 45 46 55 46 54 51
無回答 1 0 2 2 1 1 0 2 1 0 0 1

（％）
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楽・芸能などの情報」は，16 ～ 19歳で55％，
女20・30 代で4割程度の人が「ニュース」と回
答した。「最近の流行・はやりもの」も16 ～ 19
歳では3割に達している。なお，「政治・経済・
社会の情報」以外の項目のみを「ニュース」だ
と回答した人たちが，男40 代以下の各年層と
16 ～ 19歳で1割程度存在した。

このように，「ニュース」として意識される情
報の範囲は広く，年層や性別によっては，必ず
しも「政治・経済・社会」に関する情報ばかり
ではなかった。

（2）ニュースの入手先
男女年層で違いがあるネット系メディア利用

それでは，人々はふだん，政治・経済・社
会の動きを伝えるニュースをどこから入手して
いるのだろうか。複数回答で選んでもらった結
果が表6である。

全体では「テレビ」が88％，次いで「新聞」
が58％，「Yahoo!ニュース」が55％で続いた。
年層別でみると，「テレビ」「新聞」が高年層で
高く，ネット系メディアが若年層で高いのは，
表1のメディアの一般的な利用傾向と同じであ
る。ただ，ニュースの入手先としてのネット系の
メディアを細かくみていくと，男女年層でいく

つか特徴がみられた。
まず，政治・経済・社会の動きを伝える

ニュースの入手先として，ネット系メディアのな
かでもっとも高かった「Yahoo!ニュース」は20
～ 50 代の幅広い年層で5割を超えているが，
全体より高いのは男女30・40 代で，6割を超
えた。逆に16 ～ 19歳では39％にとどまってい
る。一方，全体で30％だった「LINE NEWS」
は，16 ～ 19歳で58％，女20 代で53％と半数
を超えているなど，特定の層で大きな存在感
を示している。この2つのネット系メディアにつ
いて，グループインタビューでは，10・20 代前
半の，特に女性の参加者から，ネット経験が
主にスマートフォンから始まっているため，パソ
コンのホーム画面などで「Yahoo !」にそれほど
慣れ親しんだ感覚がなく，「LINE NEWS」で
お気に入りのジャンルを登録しておいて通知を
もらったほうが効率的，といった声があった。
いわゆる「スマホネイティブ」世代の登場によっ
て，ネット情報源の優先順位にも変化が生じ
ていると考えられる。

また，「SNSで流れてくる記事」も全体では
16％にとどまるが，16 ～ 19歳では44％，女
20 代では48％と，4割強の人が利用していた。
グループインタビューでは，SNSのタイムライン

表5　「ニュース」だと思う情報ジャンル（複数回答）（男女年層別） （％）

全体 16～
19歳

男 女
20代 30代 40代 50代 60代 20代 30代 40代 50代 60代

政治・経済・社会の情報 89 86 79 83 87 95 92 90 91 91 90 89
生活に関わる実用的な情報 33 24 18 29 31 35 40 27 28 34 39 38
音楽・芸能などの情報 28 55 31 26 24 18 19 41 39 31 27 21
スポーツ情報 50 66 52 51 53 50 58 46 46 44 44 46
最近の流行・はやりもの 20 30 22 19 20 24 17 24 16 18 20 19
グルメや旅行・レジャー情報 12 12 11 12 8 12 14 17 10 12 10 12
個人的な趣味に関する情報 7 12 10 7 7 10 11 10 5 3 5 5
近所や地元の身近な情報 27 26 21 29 32 27 30 24 27 24 28 25
その他 2 2 3 1 0 2 1 1 3 3 2 2
特にない 3 1 10 5 3 1 1 2 3 4 3 4

政治・経済・社会の情報以外のみ「ニュース」（まとめ） 7 13 11 9 9 4 7 7 5 4 7 6
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上で大抵のことは十分，という人や，自分と価
値観を共有していると思う相手からの情報が
重要，という人もおり，そうした若年層のSNS
を中心とした情報行動が，世論調査でも一定
数確認できた。

ほかにもニュースの入手先として，「動画投
稿・共有サービス（YouTube，ニコニコ動画な
ど）」が16 ～ 19歳で23％，男20 代で17％と，
全体より高くなっている。「YouTubeでニュー
ス？」と意外に思う方もいるかもしれないが，
若年層を対象にしたグループインタビューでは，
静止画を背景に文字のスクロールでニュースを
伝える投稿動画の利用者がいた。

このように，若年層では，関心があるジャン
ルや趣味嗜好の合った相手を自分であらかじ
め選べるSNS系のメディアや，自分で好きな情
報を検索できたり，利用履歴から自分好みの
情報をすすめてくるYouTubeなどのメディアが，
情報源として存在感を持っていることが分か

る。前節でみてきた通り，若年層では自分が
関心のある情報だけを効率よく収集したいと考
えている人たちが多いため，そのニーズと合致
したネット系のメディアが利用されること自体は
合理的な選択だと思われる。

（3）ネットニュースとの付き合い方
「配信元は意識しない・わからない」4割

存在感が高まっているネット系メディアの
ニュース。そもそもどのメディアから配信された
ものなのか，人々は意識しているのだろうか。

インターネット上のニュースサイトなどで
ニュースに接したとき，そのなかに新聞社やテ
レビ局などが配信した記事があるかを複数回
答で尋ねた。その結果をメディアのタイプ別
にまとめたところ（表7），「テレビ局系まとめ」
が26％，「新聞社系」が28％，「通信社系」が
13％という結果だった。しかしながら，もっと
も多かったのは「配信元は意識しない・わから

表6　政治・経済・社会の動きを伝えるニュースの入手先（複数回答）（男女年層別） （％）

全体 16～
19歳

男 女
20代 30代 40代 50代 60代 20代 30代 40代 50代 60代

放
送

テレビ（録画再生を含む） 88 82 73 75 84 91 93 79 88 92 93 94
ラジオ（録音再生を含む） 16 4 8 18 17 22 29 5 8 11 16 20

放送まとめ 90 84 75 78 87 93 95 79 89 93 95 96
紙
媒
体

新聞 58 26 33 37 60 74 80 27 38 54 66 79
雑誌 12 6 11 15 13 14 11 9 16 11 11 13

紙媒体まとめ 63 31 41 45 66 78 82 34 48 59 71 82

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

新聞の電子版 13 3 14 16 18 19 15 13 11 11 13 5
雑誌の電子版 3 2 4 4 5 5 1 1 5 2 4 1
Yahoo!ニュース 55 39 55 65 67 59 43 54 69 65 53 32
ニュースサイト・ポータルサイト，アプリ 13 10 20 18 18 16 8 18 21 14 10 5
新聞社や放送局の公式ニュースサイト・
アプリ 7 3 4 5 11 8 10 5 7 4 8 5

放送局の公式動画配信サービス 2 1 1 1 2 4 2 0 1 2 2 2
インターネットラジオ 2 1 2 3 3 1 2 2 3 3 2 1
LINE NEWS 30 58 33 30 24 16 11 53 46 44 34 12
SNSで流れてくる記事 16 44 33 21 11 9 5 48 20 11 11 5
動画投稿・共有サービス 8 23 17 10 11 7 7 10 7 6 5 4
その他インターネットのサイト・アプリ 4 2 12 7 5 6 3 4 5 3 2 0

インターネットまとめ 77 86 86 87 88 79 58 90 92 88 76 44
その他 0 1 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0
特にない 1 2 4 1 1 1 1 4 3 1 1 1
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ない」で42％，特に男女30 代，女40 代では5
割に達し，全体より高かった。つまり，情報ソー
スが曖昧なままニュースに接触しているケース
が少なくない可能性がある。

また，インターネットやSNSで知った政治・
経済・社会の動きを伝えるニュースが信用でき
ないときにどのような対応をするか，選択肢を
提示して複数回答で選んでもらった結果（表

8），「テレビの報道を見る」が45％，「新聞・
ラジオ・雑誌など（テレビ以外の）マスコミ情
報を見る」が 33％と，全体では，伝統的なマ
スコミ情報での確認が多かった。しかし，年
層別にみると，20 代では「（SNS以外の）イン
ターネットのサイトやアプリで情報を探す」や

「SNS上で情報を探す」が 2～3割と全体より
高く，「テレビの報道を見る」に迫った。さら
に，インターネットの項目のいずれかのみを回
答した人をまとめた「インターネット内のみで確
認（まとめ）」が，男20 代ではおよそ2 割に達
している。

なお，39歳以下を対象に，「インターネット
内のみで確認（まとめ）」（97人）に限ってみる
と，「配信元は意識しない・わからない」が
50％にのぼった。信用できないインターネット
やSNSのニュースを確認する範囲がネット内に
とどまるにもかかわらず，ネットニュースの情報
ソースの認識が不十分な人たちが，若年層で
一定数存在している可能性がある。

表7　ネットニュースの配信元（複数回答）（男女年層別） （％）

全体 16～
19歳

男 女
20代 30代 40代 50代 60代 20代 30代 40代 50代 60代

NHK 18 9 10 13 19 25 29 15 11 15 15 19
民放系＊1 19 18 12 22 22 27 23 20 15 17 19 13
テレビ局系まとめ 26 23 19 26 30 35 34 27 21 24 24 23
新聞社系＊2 28 16 25 28 31 39 34 32 27 27 25 20
通信社系＊3 13 3 13 16 20 18 13 12 21 15 11 4
その他 2 0 3 3 3 4 2 1 3 2 3 2
配信元は意識しない・わからない 42 49 46 50 46 35 28 46 53 53 42 28

「新聞社やテレビ局などの記事は見ない」
「インターネットでニュースを見ない」計 19 16 15 9 12 17 30 9 9 11 21 40

＊1  「民放系」は，「日本テレビ」「テレビ朝日」「TBS」「フジテレビ」「テレビ東京」のいずれかに回答あり
＊2  「新聞社系」は，「読売新聞」「朝日新聞」「毎日新聞」「日本経済新聞」「産経新聞」のいずれかに回答あり
＊3  「通信社系」は，「時事通信」「共同通信」のいずれかに回答あり　
注）「その他」の項目には自由記述欄も設けた

表8　インターネットやSNSで知った政治・経済・社会の動きを伝えるニュースが信用できないとき
（複数回答）（男女年層別）

（％）

全体 16～
19歳

男 女
20代 30代 40代 50代 60代 20代 30代 40代 50代 60代

テレビの報道を見る 45 38 30 41 54 48 42 35 51 49 54 36
新聞・ラジオ・雑誌など（テレビ以外の）
マスコミ報道を見る 33 15 25 32 40 43 41 22 28 32 38 28

（SNS以外の）インターネットのサイトや
アプリで情報を探す 18 17 26 29 22 20 7 33 30 16 14 3

SNS上で情報を探す 9 20 17 16 7 2 2 26 10 7 8 2
家族や友人・知人の意見を聞く 17 27 16 12 14 16 7 31 25 22 19 9
その他 1 2 1 1 1 0 0 0 1 0 1 0
特に何もしない 18 29 20 22 17 16 10 22 20 22 15 11
インターネットやSNSでニュースを見ない 16 6 11 7 9 15 31 2 6 7 17 38

インターネット内のみで確認（まとめ） 7 10 18 16 9 6 1 14 9 7 4 1
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（4）ニュース接触に対する意識
ニュースに対して受動的，選択的な若年層

続いて，政治・経済・社会の動きを伝える
ニュースへ接触する際の意識を知るため，甲と
乙の2つの文を提示し，自分の考えに近いもの
を選択してもらった。

まず，「（政治・経済・社会の動きを伝える）
ニュースには意識して自分から接している」（「能
動的接触」派）と「（政治・経済・社会の動き
を伝える）ニュースはたまたま気づいたものだ
けで十分だ」（「受動的接触」派）の選択では，

「能動的接触」派が全体で65％，「受動的接
触」派が34％だったが，年層別では，16 ～ 19
歳，男女20 代で受動的接触派が5割を超えた

（図2）。これは，ただでさえ情報が多いと感じ
ていて，ニュースのほうからアプリの通知機能
やSNSを通じて“飛び込んでくる”という現在
の情報環境を反映していると考えられる。しか
し一方，「自分が知りたいこと」については積極
的に収集しており，それ以外のことは「たまた
ま気づいたものだけで十分」と，情報によって
区別している意識がグループインタビューでは
みられた。表 2で示した情報に関する意識で
も，男女20 代で「情報はできるだけ深く知り
たい」が6割，「必要な情報を得るときは時間
をかける」が5割に達していて，関心のある情
報に対しては能動的であるとも考えられる。

また，「自分の好きなものに対する情報や他
人の意見は，好意的なものだけ知りたい」（「選
択的接触」派）と「自分の好きなものに対する
情報や他人の意見は，否定的なものでも知り
たい」（「両論接触」派）について，どちらが近
いかを尋ねたところ，「選択的接触」派が全体
でも4割，男女年層別では16 ～ 19歳で6割，
女20 代で5割など，若年層で高かった（図3）。

これまでみてきたような「自分が知りたいこと」
かどうかで，情報入手の範囲を狭めてしまう傾
向と結びついた場合，好意的な情報だけを選
択したいという意識がどう作用するのか，さら

図 2　情報に対する意識 2（男女年層別）

図 3　情報に対する意識 3（男女年層別）
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なる研究が必要である。
なお，「受動的接触」派と「選択的接触」派

が，どのメディアからニュースを入手している
かを，それぞれ「能動的接触」派や「両論接
触」派と比較してみたところ（表9），予想通り，

「能動的接触」派と「両論接触」派のほうが全
般的にメディアの利用が高かったが，「LINE 
NEWS」のみは，「受動的接触」派と「選択的
接触」派が高いという結果が出た。ただし，
39歳以下を対象にすると，それぞれの「LINE 
NEWS」利用に統計上の差はなく，年齢によ
る影響が大きい可能性がある。

4.情報源としての「テレビ」と「ネット」

（1）ニュースで重視されるもの
テレビに求められる「わかりやすさ」と

ネットに求められる「早さ」

最後に，「テレビ」と「インターネット」が情報
源として，特にニュースの入手先として，どのよ

うに認識されているのかをみていきたい。
表10は，政治・経済・社会の動きを伝え

るニュースについて重要だと思うことを尋ねた
うえで，個別に「テレビ」「（SNS以外の）イン
ターネット」「SNS」のニュースについても尋ね，
それぞれの上位10 項目までを抜粋したもので
ある7）（全選択肢の回答は単純集計結果を参
照）。

まず，「ニュース」全般に対して，もっとも高
かったのは，「事実を伝えている」で83％。次
に，「情報が早い」（74％），「詳しく知ること
ができる」「コメント・表現がわかりやすい」

（69％），「公平・客観的である」（65％）が続
いた。なお，年層別に特徴があった項目では，
女30 代で「情報が早い」（83％），「コメント・
表現がわかりやすい」（78％），「さまざまな意
見や考え方を知ることができる」（68％）など
が高く，「自分好みの情報が得られる」が男20
代や女30 代で4割あり，全体より高かった。

「能動的接触」派
（1,549人）

「受動的接触」派
（804人）

「選択的接触」派
（940人）

「両論接触」派
（1,409人）

テレビ（録画再生を含む） 90 ＞ 84 87 89
ラジオ（録音再生を含む） 19 ＞ 11 12 ＜ 19
新聞 66 ＞ 43 51 ＜ 63
雑誌 13 ＞ 10 10 ＜ 14
新聞の電子版 16 ＞ 7 9 ＜ 15
雑誌の電子版 4 ＞ 2 2 4
Yahoo! ニュース 60 ＞ 45 52 ＜ 57
ニュースサイト・ポータルサイト，アプリ

（スマートニュース，グノシーなど） 16 ＞ 9 13 14

新聞社や放送局の公式ニュースサイト・アプリ 8 ＞ 4 6 8
放送局の公式動画配信サービス

（NHKオンデマンド，日テレNEWS24など） 2 1 1 ＜ 2

インターネットラジオ（らじる★らじる，radiko.jpなど） 2 2 1 ＜ 3
LINE NEWS 27 ＜ 35 32 ＞ 28
SNSで流れてくる記事 15 18 17 15
動画投稿・共有サービス

（YouTube，ニコニコ動画など） 8 9 8 9

（※以外の）インターネットのサイト・アプリ 4 3 3 ＜ 5
その他 0 0 0 0
特にない 0 ＜ 3 2 ＞ 1

表9　情報に対する意識とニュースの入手先（複数回答）
（％）

※
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次に，「テレビ」「インターネット」「SNS」の
ニュースについて重視する点を比較すると，「テ
レビ」のニュースでは「事実を伝えている」が
71％，次に「コメント・表現がわかりやすい」

（55％），「公平・客観的である」（52％）と続いた。
それに対し，「インターネット」のニュースで

は，「情報が早い」が「事実を伝えている」と
ともに47％でもっとも高く，続いて「詳しく知
ることができる」と「情報源がはっきりしてい
る」が 32％だった。「SNS」では「事実を伝え
ている」（34％）と「情報が早い」（33％）が同
程度で，もっとも高かった。
「事実を伝えている」という点はどのメディア

のニュースでも重視されているが，ネット系メ
ディアのニュースでは「早さ」を，テレビのニュー
スでは「わかりやすさ」を求めている人が多い
ことが特徴になっている。なお，テレビ，イン
ターネット，SNSのそれぞれの利用者分母で集
計しても，同じ傾向がみられた。

（2）メディア別のニュース信用度
テレビのニュースで信用している面は

「情報源がはっきりしている」

近年，マスコミ報道への不信感が，影響力
の強い政治家やタレントのSNSから拡散する
事例が少なくない。一方，インターネットの情
報に対しても，医療キュレーションサイトで発
覚した虚偽内容問題など，より厳しい目が注
がれるようになった。いま，各メディアの情報
を人々がどれだけ信頼しているかは重要な論
点になっており，テレビや新聞など，伝統的な
マスコミへの信頼度が高いという世論調査の
結果も出ている 8）。たとえば，2015 年に文研
で行った「「世論」形成と情報利用に関する世
論調査」9）では，「テレビのニュース」を「信頼
している」「まあ信頼している」の合計が 73％
と高い水準にあった（ただし，「テレビ局」に
ついては，「あまり信頼していない」「まったく
信頼していない」の合計が66％だった）。

今回の調査にあたって行った大学生への取

表10　政治・経済・社会の動きを伝えるニュースで重要だと思うこと（複数回答）（上位10位まで抜粋）

ニュース（全般） テレビのニュース （SNS以外の）インターネット
のニュース SNSのニュース

1 事実を伝えている（83%） 事実を伝えている（71%） 情報が早い（47%） 事実を伝えている（34%）

2 情報が早い（74%） コメント・表現がわかりやすい
（55%） 事実を伝えている（47%） 情報が早い（33%）

3 詳しく知ることができる
（69%） 公平・客観的である（52%） 詳しく知ることができる

（32%）
情報源がはっきりしている

（23%）

4 コメント・表現がわかりやすい
（69%） 情報が早い（46%） 情報源がはっきりしている

（32%） 公平・客観的である（19%）

5 公平・客観的である（65%） 情報源がはっきりしている
（46%） 公平・客観的である（28%） コメント・表現がわかりやすい

（19%）

6 情報源がはっきりしている
（62%）

詳しく知ることができる
（46%）

コメント・表現がわかりやすい
（24%）

詳しく知ることができる
（18%）

7 さまざまな意見や考え方を知る
ことができる（58%）

さまざまな意見や考え方を知る
ことができる（34%）

さまざまな意見や考え方を知る
ことができる（22%）

さまざまな意見や考え方を知る
ことができる（18%）

8 興味のないことでも知ることが
できる（42%） 専門家が伝えている（30%） 表には出ていない話を知ること

ができる（19%）
表には出ていない話を知ること
ができる（15%）

9 専門家が伝えている（42%） 興味のないことでも知ることが
できる（23%）

自分好みの情報が得られる
（18%）

自分好みの情報が得られる
（14%）

10 表には出ていない話を知ること
ができる（37%） 当事者が伝えている（18%） 興味のないことでも知ることが

できる（17%）
興味のないことでも知ることが
できる（13%）

（「特にない・ニュースを見ない」を除く）　（網かけは30％以上の項目）
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材 10）やグループインタビューの結果からは，テ
レビへの信頼感が過去の世論調査の結果ほど
強くなかったこともあり，あらためて調査票の
文言を検討した。メディアの信頼度に関する
調査経験が豊富な上智大学文学部の渡邊久
哲教授にも話を伺い，2015 年に渡邉教授が
行った調査 11）と同様に，今回の調査では「信
用」という言葉を試みることにした。これは，

「頼る」というニュアンスを含む「信頼」よりも，
より感覚的な意識をとらえたいと考えたから
である。また選択肢についても，「すべて・ほ
とんど信用できる」「7割くらい信用できる」「5
割くらい信用できる」「3割くらい信用できる」

「まったく・ほとんど信用できない」と，5 段階
の割合で答える形式を試みた。なお，「すべて・
ほとんど」と「7割くらい」信用と答えた人を「信
用派」と定義した。
「テレビ」「（SNS以外の）インターネット」「SNS」

で知った，政治・経済・社会の動きを伝える
ニュースについて，どの程度信用しているか
を尋ねた。結果は，テレビの信用派は全体で
59％に達し，「（SNS以外の）インターネット」

（27%）や「SNS」（13%）のニュースの信用派を
大きく上回った（図4）。なお，それぞれのメディ
アでニュースを利用する人に絞ってみても，「テ
レビ」以外は，「信用派」が2 ～ 3割程度にと
どまっている。

ただ，信用は「5割くらい」と答えた「半信半
疑派」は，「テレビ」と「SNS」がともに26％と，
同程度であった。テレビニュースの信用の度合
いはインターネット系のニュースに比べて高い
が，「すべて」を信用しているわけではなく，逆
に，インターネットやSNSのニュースも「すべて」
を信用していないわけではない，とも考えられ
る。大学生たちに行った事前の取材でも，ど
れか1つのメディアを絶対的に「信用する」ので
はなく，それぞれのメディアに対して一定の疑
いを持って接している，という声があった。

さらに，テレビのニュースについては，信用
している面と信用できない面についても，複数
回答で尋ねた（図5）。

まず，信用できない面については，「編集さ
れている」が52％でもっとも高く，「送り手の
意図が入っている」の44％と，「政府やスポン
サーの影響を受けている」の42％が高かった。
インターネットの普及により，当事者から直接，
情報を収集できる機会も増えており，放送局
が介在することに対しての不信感があることが
考えられる。

逆に，信用している面については，「情報源
がはっきりしている」（36％），「取材や確認が
十分である」（34％），「専門家の意見を伝えて
いる」（33%）といった項目が3割を超えた。い
ずれも，放送局側からすれば，これまでも当た
り前のようにしてきたことかもしれないが，いま，
人々はインターネットからの大量の情報にさら
されながら，すべてを信用しているわけではな

図 4　「テレビ」「インターネット」「SNS」の
各ニュース信用度

無回答ニュースを
見ない

不信派半信半疑派信用派

テレビ

SNS

インターネット

（%）

102659 4

183327

25 33 32613

19 3

1

「信用派」：「すべて・ほとんど信用できる」「7割くらい信用できる」の合計
「半信半疑派」：「5割くらい信用できる」
「不信派」：「まったく・ほとんど信用できない」「3割くらい信用できる」の合計
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く，インターネットやSNSとの対比のなかでテ
レビの基本的な価値として見直されている可能
性もある。

Ⅴ　まとめと今後の課題

冒頭で提起した3つの仮説・疑問から，今
回の調査結果を整理する。

①接触する情報が多すぎるという認識から，

自分が関心のある情報だけを選びたいとい

う意識が高くなっているのではないか。

→情報が多すぎるという意識はすべての年層
で共通し，自分が関心のある情報だけで十

分という意識が特に若年層で高い。

② 特に若年層は，自分の身の回りのことが中

心で関心の幅が狭くなり，世の中の動きを

伝えるニュースへの関心度が低いのではない

か。

→若年層では，政治・経済・社会の動きを伝
える情報への関心は低く，個人的な趣味に
関する情報などが関心の対象で，関心があ
る情報ジャンルの数も少ない。
　

③若年層の間では，インターネット，特にSNS

が情報基盤となっており，テレビは数多くの

情報源の1つになっているのではないか。

図 5　（政治・経済・社会の動きを伝える）
テレビのニュースについて信用している面・できない面（複数回答）
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→若年層では，テレビとインターネット系情報
メディアの利用率に大きな差がなく，さまざ
まなメディアが利用されている。

このように，今回の世論調査の結果からは，
情報源となるメディアの年層間の違いという意
味での「分断」と，情報過多社会への対応とし
て，情報範囲を限定してしまうという意味での

「分断」という，社会の情報基盤に関わる2つ
の「分断」を垣間見ることができた。
「情報過多」という点について，あくまで参考

ではあるものの，1986年の「情報と社会」調査
（文研）で，「膨大な情報量におしつぶされそう
だ」という回答者が24%12），10年後となる97年
の「テレビと情報行動」調査（同）で，「自分は今，
たくさんの情報に取り囲まれているような気が
する」が47%だった 13）ことを考えると，2018年
現在，人々の間で8割を超えている「今の社会
は情報が多すぎる」という感覚は，日々の意識
や行動にかなり大きな影響を与えているように
思われる。

そんな情報過多感への対応策として，今回
は，「自分が知りたいことだけ知っておけばい
い」という意識が若年層で高いことに注目した
が，若年層で個人的な趣味に興味が偏り，政
治や経済，社会の動きへの関心が低いことそ
のものは，過去の研究でも指摘されている。
前述の「情報と社会」調査（1986）では，人々
の情報ニーズを「娯楽型」「私生活情報型」「生
活情報型」「社会情報型」「その他」に分類し
ているが，男16 ～ 19歳では，流行や音楽な
どの情報に関心を持って接している「私生活
情報型」が58％なのに対し，政治や経済の動
きに関心を持って接している「社会情報型」は
7％にとどまっていた。つまり，若年層が政治

や経済，社会の動きに関心が低いことは，現
代に固有の現象ではない可能性がある。

また，今回の調査結果からも，いまの若年
層がインターネットやSNSの情報をそのまま信
じているわけではなく，テレビも含め，目的に
合った複数のメディアを利用している冷静な姿
がうかがえる。

ただし，過去と現在が決定的に違うのは，
スマートフォンとSNSの登場で，自分の欲求通
りに，「知りたいことだけ」知ることが物理的
に可能になったことだろう。今回の報告では，
SNS 利用との関係には詳しく触れられなかった
が，SNSを使いこなし，特徴的な情報観や情
報行動がみられた若年層については，今後も
さらなる分析を続けたい。

（ほたか たかゆき）
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注：
 1） 2016年のアメリカ大統領選と社会的な分断につい

ては，ピューリサーチセンターがさまざまな調
査・分析を行っている。“Trump, Clinton Voters 
Divided in Their Main Source for Election 
News: Fox News was the main source for 40% 
of Trump voters”, Pew Research Center, Jan 
18, 2017,　など

 2） 博報堂DYメディアパートナーズメディア環境研
究所の吉川昌孝所長，上智大学文学部の渡邊久
哲教授，武蔵大学社会学部の山下玲子教授（現・
東京経済大学），東京大学大学院情報学環の丹
羽美之准教授に多大なご協力をいただいた。あ
らためて感謝を申し上げたい。

 3） 「スマホ（スマートフォン）ネイティブ」は，初
めてのモバイル機器がスマートフォンだった
世代を指す。日本でiPhoneが発売されたのは
2008年。NTTドコモモバイル社会研究所「2015
年子どものケータイ利用に関する親子調査」に
よると，スマホ・ケータイを使い始めた年齢は
15歳がもっとも多く，発売開始当時，スマート
フォンを初めて購入した人たちが2018年現在，
20代半ばになる。

 4） ウェブ調査は2018年2月7日～9日，全国の16～29
歳の男女1,271人を対象に行った。

 5） 2018年6月「全国放送サービス接触動向調査」の
結果によると，インターネット利用率は，60代
の55％に対し，70歳以上は19％にとどまる。
調査結果の詳細については以下を参照。
平田明裕（2018）「人々は放送局のコンテンツ，
サービスにどのように接しているのか ～「2018
年6月全国放送サービス接触動向調査」の結果
から～」『放送研究と調査』68（10）；30-47

 6） 社会学者の土橋臣吾は，テレビの定時ニュース
の視聴が「『とき』の共有」を全国規模で作り
出すことを指摘している。土橋臣吾（2015）「断
片化するニュース経験―ウェブ／モバイル的
なニュースの存在様式とその受容」伊藤守・岡
井崇之編『ニュース空間の社会学』世界思想社

 7） インターネット，SNSでは，「（インターネット・
SNSで）ニュースを見ない」人が多く，単純に
上位項目を比較すると，メディア間で数字に差
があるため，便宜上，30％以上の項目を網かけ
で表示した。

 8） 各メディアの情報の信頼度を継続的に調査して
いる世論調査としては，総務省情報政策研究所

「情報通信メディアの利用時間と情報行動に関
する調査」，新聞通信調査会「メディアに関す
る全国世論調査」などがある。

 9） 原美和子・中野佐知子（2016）「世論調査で探る「世
論」と「世論調査」」『放送研究と調査』66（2）；
48-65

 10） 2018年1～2月，東京大学・上智大学・武蔵大学
の学生10人に対し，日頃のメディア利用状況に
関する取材を行った。

 11） 調査結果については以下を参照。
渡邉久哲（2016）「「世間の人はテレビを信用し
ているが自分は…」～テレビ信用度に関する第
三者効果の検証」日本民間放送連盟・研究所編

『ソーシャル化と放送メディア』学文社
渡邊久哲（2018）「テレビの信頼はどこから来
るのか」『民放』7月号

 12） 藤原功達・牧田徹雄・戸村栄子（1987）「人びと
にとって〈情報化〉とは何か ～「情報と社会」
調査から」『放送研究と調査』37（5）；2-15

 13） 白石信子（1997）「『テレビ世代』の現在Ⅰ　人
びとの情報行動 ～「テレビと情報行動」調査か
ら」『放送研究と調査』47（9）；2-19
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−メディアの利用頻度−
問 1　あなたは，次の A 〜Ｋにあげたものを，どのくらい見

聞きしたり，利用したりしていますか。

−インターネット利用開始時期−
問 2　あなたは，パソコンやスマートフォンで，インターネッ

ト（ウェブサイトや SNS，動画など）をいつごろから利用
していますか。

 1. 小学生・それ以前から ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.3％
 2. 中学生から ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8.7
 3. 高校生から ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8.7
 4. 高等専門学校生・短期大学生・大学生
  ・大学院生から ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6.6
 5. 社会人から ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 56.0
 6. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.8
 7. 以前は使っていたが，やめてしまった ‥‥‥‥‥1.6
 8. ほとんど・まったく利用したことがない ‥‥‥ 12.5
 9. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.8

−テレビ視聴時間−
問 3　あなたは，休日を除くふだんの日に，1 日にテレビを何

時間くらい見ていますか。（録画した番組や DVD などの再
生，インターネットを通じて見るテレビ番組は除いてお答
えください）

 1. 30分くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8.7％
 2. 1時間くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18.3
 3. 2時間くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20.1
 4. 3時間くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18.2
 5. 4時間くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥9.9
 6. 5時間くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6.5
 7. 6時間くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.0
 8. 7時間以上 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.0
 9. ほとんど，まったく見ない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11.0
 10. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.3

「情報とメディア利用に関する調査」 単純集計結果  
1 調査目的 ニュースやマスコミに対する信頼性が社会的な問題になるなか，現在の生活者の情報収集とメディア利用行動の 
   関係，意識を明らかにする。
2 調査時期 2018 年 6 月 16 日（土）〜 6 月 24 日（日）
3 調査方法 配付回収法（一部，郵送により回収）
4 調査対象 全国 16 歳から 69 歳の男女
5 調査相手 住民基本台帳から層化無作為２段抽出（外国人と思われる人は除く）3,600 人（12 人× 300 地点）
6 調査有効数（率） 2,369 人（65.8%） 

《結果》

＊ 東京圏・大阪圏は，旧都庁，大阪市役所から 50 キロ圏内，かつ，第 3 次産業人口構成比 50％以上の市区町村，およびそれに囲まれた地域

《サンプル構成》

全体
性 男の年層 女の年層

男 女 16 ～
19 歳 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 16 ～

19 歳 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代

2,369 人 1,146 1,223 67 114 193 270 226 276 61 136 155 292 281 298

100.0% 48.4 51.6 2.8 4.8 8.1 11.4 9.5 11.7 2.6 5.7 6.5 12.3 11.9 12.6

全体

職　業 都市圏

農林
漁業者

自営
業者

販売・
サービス

職
技能・
作業職

事務・
技術職

経営者
管理職

専門職
自由業

他
主婦・
主夫 無職 生徒

学生 無回答 東京圏 大阪圏
30 万

以上の
市

10 万
以上の

市

5 万
以上の
市町村

5 万
未満の
市町村

2,369 人 31 179 315 412 505 132 92 357 169 168 9 566 256 474 419 285 369

100.0% 1.3 7.6 13.3 17.4 21.3 5.6 3.9 15.1 7.1 7.1 0.4 23.9 10.8 20.0 17.7 12.0 15.6 

（％）

毎
日
の
よ
う
に

３
～
４
日
く
ら
い

週
に

１
～
２
日
く
ら
い

週
に

１
～
２
日
く
ら
い

月
に

見
聞
き
し
な
い
・
読
ま
な
い

ほ
と
ん
ど
・
ま
っ
た
く

無
回
答

テ
レ
ビ

放送時間にリアルタイムで見
るテレビ番組 53.4 12.4 16.4 4.9 11.9 0.9 

録画したテレビ番組 16.8 14.2 24.4 11.7 31.7 1.2 
インターネットを通じて見る
テレビ番組 2.0 2.6 5.6 8.5 79.4 1.9 

ラジオ
（インターネットラジオを含む） 11.4 5.9 8.1 7.9 65.0 1.7 

新聞（電子版を含む） 39.6 7.1 7.2 5.1 39.8 1.2 
本・雑誌（電子版を含む） 10.9 8.9 19.4 25.2 33.8 1.7 

S
N
S

LINE（ライン） 53.5 7.6 4.8 2.9 29.8 1.5 
Twitter（ツイッター） 15.2 2.7 4.3 3.0 72.7 2.2 

（LINE，Twitter 以外 の ）SNS
（Facebook，Instagramなど） 19.2 4.8 5.1 5.3 63.4 2.2 

動画共有・配信サービス
（YouTube，huluなど） 20.2 11.8 15.1 13.1 38.2 1.6 

（SNS・動画以外の）
インターネット 35.4 12.4 9.1 6.0 35.5 1.6 
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−主な視聴局−
問 4　あなたは，ふだん，NHK の番組と民放の番組のどちら

を多く見ていますか。
 1. NHKだけで，民放はまったく見ない ‥‥‥‥‥‥0.5％
 2. NHKのほうを多く見る ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6.5
 3. NHK，民放，同じくらい見る ‥‥‥‥‥‥‥‥ 21.7
 4. 民放のほうを多く見る ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 45.6
 5. 民放だけで，NHKはまったく見ない ‥‥‥‥‥ 16.6
 6. ほとんど，まったくテレビは見ない ‥‥‥‥‥‥8.9
 7. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.3

−テレビへの意識−
問 5　あなたは，テレビについてどのように感じていますか。

A 〜Ｋのそれぞれについて，1 つずつ○をつけてください。

−利用しているSNSサービス（複数回答）−
問 6A　あなたは，ふだん，次の SNS（ソーシャルネットワー

キングサービス）を利用していますか。（○はいくつでも）
 1. Twitter（ツイッター） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 22.0％
 2. Facebook（フェイスブック） ‥‥‥‥‥‥‥‥ 19.4
 3. Instagram（インスタグラム） ‥‥‥‥‥‥‥‥ 19.5
 4. LINE（ライン） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 67.7
 5. その他のSNS ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.9
 6. 利用していない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 29.0
 7. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.7
 
−もっとも多く利用しているSNS−
問 6B　【問 6A で 1 〜 5 とお答えの方に】

では，その中で，あなたがよく利用している SNS は何です
か。上の選択肢の中から，もっとも多く利用している SNS
と，2 番目に多く利用している SNS の番号を 1 つずつ記入
してください。

〈ア　もっとも利用しているSNS〉
 1. Twitter ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8.6％
 2. Facebook‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.0
 3. Instagram ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.2
 4. LINE ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 80.5
 5. その他のSNS ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.8
 6. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.8

（分母＝1,666人）

〈イ　2番目に利用しているSNS〉
 1. Twitter ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12.2％
 2. Facebook‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13.7
 3. Instagram ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14.4
 4. LINE ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥9.3
 5. その他のSNS ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.3
 6. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 49.0

（分母＝1,666人）

−SNS利用機器−
問6C　【問6Aで1〜5とお答えの方に】

あなたが，（問 6B アで挙げた）もっとも利用する SNS に
ついて，主にどんな機器を使用していますか。もっともよ
く使用するもの 1 つに○をつけてください。

 1. パソコン ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.6％
 2. タブレット端末 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.3
 3. スマートフォン ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 84.1
 4. 携帯電話（スマートフォン以外） ‥‥‥‥‥‥‥8.6
 5. その他の機器 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.1
 6. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.2

（分母＝1,666人）

−番組情報入手媒体−
問7　【問6Aで1〜5とお答えの方に】

あなたは，SNS についてどのように感じていますか。A 〜
Ｋのそれぞれについて，1 つずつ○をつけてください。

（分母＝1,666人）

（％）

あ
て
は
ま
る

ま
あ
あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

あ
ま
り

あ
て
は
ま
ら
な
い

無
回
答

A.テレビがついていないと何となく
不安だ 12.2 23.5 26.4 37.7 0.3 

B.話題になっている番組は見たいと
思う 21.6 38.5 23.6 15.8 0.5 

C.好きな番組でも，毎回決まった時間
に見るのは面倒だ 23.4 29.7 26.4 19.8 0.6 

D.テレビからさまざまな意見や考え
方を知ることができる 25.3 49.7 17.3 7.1 0.5 

E.テレビの情報は送り手側の意図が
入っている 32.7 49.6 12.7 4.3 0.7 

F. テレビは一方的で自分たちの声を
反映できない 18.7 46.0 28.8 5.7 0.8 

G.テレビで見たことや番組を話題に
することが多い 14.4 43.4 29.3 12.3 0.6 

H.テレビの情報は表面的だ 15.0 49.2 29.9 5.0 0.9 
 I .テレビの情報には不確かなものが

ある 21.7 49.2 24.0 4.3 0.8 

 J.テレビで言われていることは自分
の意見に近い 1.1 24.8 56.8 16.5 0.8 

K.テレビで言われていることはみん
なの共通認識だ 2.2 24.5 47.0 25.8 0.5 

（％）

あ
て
は
ま
る

ま
あ
あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

あ
ま
り

あ
て
は
ま
ら
な
い

無
回
答

A. SNSをチェックしないと何となく
不安だ 15.2 26.8 30.1 26.0 1.9 

B. SNS で話題になっていることは
知っておきたい 11.2 30.0 32.5 24.4 1.9 

C. SNSからさまざまな意見や考え方
を知ることができる 14.8 42.7 24.8 15.7 2.0 

D. SNS の情報は送り手側の意図が
入っている 28.6 44.8 15.9 8.8 2.0 

E. SNSで見たことや内容を話題にす
ることが多い 11.6 31.8 35.2 19.6 1.8 

F. SNSの情報は表面的だ 17.8 49.2 24.5 6.5 2.0 
G. SNS の情報には不確かなものが

ある 38.2 41.7 13.2 5.0 1.9 

H. SNSは自分の情報が漏れてしまい
そうだ 33.1 43.9 14.7 6.5 1.9 

 I. SNSはわずらわしい 14.1 31.0 37.9 15.1 1.9 
 J. SNSで見聞きすることは自分の意

見に近い 1.5 19.4 56.7 20.6 1.8 

K. SNSで見聞きすることはみんなの
共通認識だ 1.9 18.2 46.9 31.2 1.8 
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−Twitter・Facebook・Instagram利用頻度−
問8　【問6Aで1〜3とお答えの方に】

あなたは，ふだん，Twitter・Facebook・Instagram をどの
くらい利用していますか。（○は 1 つ）（※複数の SNS を利
用している場合はまとめてお答えください）

 1. 1日に30回以上 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6.8％
 2. 1日に10〜30回未満 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20.9
 3. 1日に数回〜10回未満 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 32.1
 4. 1日に1回 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15.9
 5. 週に3〜4回くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.9
 6. 週に1〜2回くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8.5
 7. 月に1〜2回くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.1
 8. 年に数回くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.8
 9. ほとんど，まったく利用しない ‥‥‥‥‥‥‥‥2.5
 10. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.5

（分母＝891人）

−Twitter・Facebook・Instagram利用パタン−
問 9　【問 6A で 1 〜 3 とお答えの方に】

あなたは，ふだん，Twitter・Facebook・Instagram をどの
ように利用していますか。A 〜 D のそれぞれについて，あ
てはまるものに 1 つずつ○をつけてください。（○は 1 つず
つ）（※複数の SNS を利用している場合はまとめてお答え
ください）

（分母＝891人）

 −Twitter・Facebook・Instagram利用理由（複数回答）−
問 10　【問 6A で 1 〜 3 とお答えの方に】

あなたが，ふだん，Twitter・Facebook・Instagram を利用
するのはなぜですか。次の中から，あてはまるものすべて
に○をつけてください。（○はいくつでも）

 1. 家族や友人，知人の近況を知りたいから ‥‥‥ 50.3％
 2. 新たな出会いがあるから ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.9
 3. 世の中の動きがわかるから ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 27.3
 4. 個人的に知りたい情報が得られるから ‥‥‥‥ 53.9
 5. お得な情報が手に入るから ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18.3
 6. 利用しているだけで楽しいから ‥‥‥‥‥‥‥ 22.2
 7. 暇つぶしになるから ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 47.4
 8. 周りが使っているから ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18.9
 9. 自分のことや意見を知ってもらえるから ‥‥‥‥8.2
 10. 本音を言えるから ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.0
 11. 記録に残したいから ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14.8
 12. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.8
 13. 特に理由はない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.6
 14. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.0

（分母＝891人）

−メディア評価（ニュース・情報）−
問 11　あなたがニュースや情報を知る場合について，おたず

ねします。次の A 〜Ｉのそれぞれについて，あてはまると思
うメディアすべてに○をつけてください。（○はいくつでも）
さらに，もっともあてはまるメディアを 1 つだけ選んで右
端の欄に 1 〜 10 の数字で記入してください。

※「非該当」には前表の「あてはまると思うメディアすべて」で「この中にはない」を選んだ人を含む

（％）

テ
レ
ビ
（
録
画
再
生
・
ネ
ッ
ト
動
画
サ
ー
ビ
ス
で
の
視
聴
含
む
）

ラ
ジ
オ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
ジ
オ
含
む
）

新
聞
（
電
子
版
を
含
む
）

本
・
雑
誌
（
電
子
版
を
含
む
）

L
I
N
E
（
ラ
イ
ン
）

T
w
i
t
t
e
r
（
ツ
イ
ッ
タ
ー
）

（
L
I
N
E
・
T
w
i
t
t
e
r
以
外
の
）
Ｓ
Ｎ
Ｓ

動
画
共
有
・
配
信
サ
ー
ビ
ス
（
Y
o
u
T
u
b
e
，
h
u
l
u
な
ど
）

（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
動
画
以
外
の
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

こ
の
中
に
は
な
い

無
回
答

A. 伝わるのが早い 73.4 22.9 17.9 3.1 26.1 23.1 10.0 9.0 32.9 1.6 1.4 
B. 理解しやすい 75.3 12.5 36.7 13.0 10.2 6.9 3.1 7.4 23.3 2.7 1.7 
C. 詳しく知ることが

できる 56.5 6.5 44.3 19.6 7.1 5.1 3.0 6.5 30.6 2.7 1.8 

D. 自分の都合に合わ
せて利用できる 35.0 10.4 30.4 17.5 26.3 15.3 9.7 15.9 40.6 2.3 1.9 

E.信用できる 47.9 12.5 42.1 11.9 5.2 2.2 1.2 1.7 10.8 21.3 3.5 
F.ふだん関心のないこ

とでも，こんなこと
もあるのかと気づく

59.1 15.2 34.3 20.4 15.4 13.7 8.2 13.6 31.1 4.0 2.2 

G. 人との共通の話題
が得られる 71.4 10.8 26.1 11.7 20.1 14.6 9.4 12.2 24.2 5.1 2.5 

H.暇つぶしになる 55.4 12.1 15.0 23.0 25.5 16.1 12.9 25.0 33.3 3.9 2.2 
 I. 手間がかからない 63.9 15.9 15.1 6.2 22.5 12.3 8.7 13.9 26.3 3.5 2.1 

（％）

テ
レ
ビ
（
録
画
再
生
・
ネ
ッ
ト
動
画
サ
ー
ビ
ス
で
の
視
聴
含
む
）

ラ
ジ
オ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
ジ
オ
含
む
）

新
聞
（
電
子
版
を
含
む
）

本
・
雑
誌
（
電
子
版
を
含
む
）

L
I
N
E
（
ラ
イ
ン
）

T
w
i
t
t
e
r
（
ツ
イ
ッ
タ
ー
）

（
L
I
N
E
・
T
w
i
t
t
e
r
以
外
の
）
Ｓ
Ｎ
Ｓ

動
画
共
有
・
配
信
サ
ー
ビ
ス
（
Y
o
u
T
u
b
e
，
h
u
l
u
な
ど
）

（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
動
画
以
外
の
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

こ
の
中
に
は
な
い

無
回
答

非
該
当
※

A. 伝わるのが早い 45.7 3.0 2.0 0.3 6.6 12.7 1.4 1.6 16.4 0.0 7.1 3.1 
B. 理解しやすい 53.6 2.4 12.8 3.1 2.2 2.2 0.5 1.8 9.8 0.0 7.3 4.4 
C. 詳しく知ることが

できる 32.6 1.0 21.3 7.3 1.7 1.7 0.9 1.7 19.9 0.2 7.0 4.6 

D. 自分の都合に合わ
せて利用できる 17.5 2.3 12.2 3.6 10.3 6.4 2.2 4.2 29.7 0.1 7.3 4.3 

E.信用できる 30.6 1.9 24.8 4.2 1.4 0.9 0.3 0.6 4.3 0.5 5.7 24.8 
F.ふだん関心のないこ

とでも，こんなこと
もあるのかと気づく

32.6 3.1 11.8 5.2 4.0 5.8 2.7 4.6 16.9 0.2 6.9 6.1 

G. 人との共通の話題
が得られる 53.1 1.3 3.9 1.3 5.4 6.1 3.3 2.6 8.5 0.1 6.8 7.6 

H.暇つぶしになる 29.0 2.3 2.4 5.9 7.8 5.6 4.2 12.1 17.3 0.1 7.3 6.0 
 I. 手間がかからない 44.9 4.8 2.6 0.8 9.1 4.4 2.2 3.6 14.5 0.1 7.3 5.6 

（％）

毎
日
の
よ
う
に

３
～
４
日
く
ら
い

週
に

１
～
２
日
く
ら
い

週
に

１
～
２
日
く
ら
い

月
に

利
用
し
な
い

ほ
と
ん
ど
・
ま
っ
た
く

や
め
て
し
ま
っ
た

以
前
は
利
用
し
て
い
た
が

無
回
答

A. 閲覧する（見る）　 70.6 10.0 8.5 3.9 2.1 0.7 4.2 

B. ツイートや投稿をする 8.0 8.2 12.1 17.1 44.1 6.3 4.3 

C. いいね !・リツイート
などで反応する 23.5 12.7 14.7 9.4 31.1 4.4 4.3 

D. 検索をする 27.5 13.9 15.4 11.9 25.0 2.1 4.2 

〈すべて（複数回答）〉

〈もっとも〉
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−関心がある情報ジャンル （複数回答）−
問 12 A　あなたがいま，関心のある情報は何ですか。次の中

から，あてはまるものすべてに○をつけてください。（○は
いくつでも）

 1. 政治・経済・社会の情報 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 57.0％
 2. 生活に関わる実用的な情報 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 59.6
 3. 音楽・芸能などの情報 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 39.6
 4. スポーツ情報 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 40.2
 5. 最近の流行・はやりもの ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 36.0
 6. グルメや旅行・レジャー情報 ‥‥‥‥‥‥‥‥ 41.1
 7. 個人的な趣味に関する情報 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 43.3
 8. 近所や地元の身近な情報 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 24.7
 9. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.2
 10. 特にない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.7
 11. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.9

−もっとも見聞きするジャンル −
問 12 B　では，その中でもっとも見たり，聞いたりすること

が多い情報は何ですか。上の選択肢から番号を 1 つだけ記
入してください。

 1. 政治・経済・社会の情報 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 29.4％
 2. 生活に関わる実用的な情報 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18.8
 3. 音楽・芸能などの情報 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥9.5
 4. スポーツ情報 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11.2
 5. 最近の流行・はやりもの ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.4
 6. グルメや旅行・レジャー情報 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥8.1
 7. 個人的な趣味に関する情報 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13.2
 8. 近所や地元の身近な情報 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.3
 9. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.3
 10. 特にない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.1
 11. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.7

（分母＝2,260人）

−「ニュース」だと思う情報ジャンル（複数回答）−
問 12 C　次に，あなたが「ニュース」だと思うものは，どん

な情報ですか。次の中から，あてはまるものすべてに○を
つけてください。（○はいくつでも）

 1. 政治・経済・社会の情報 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 89.2％
 2. 生活に関わる実用的な情報 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 33.0
 3. 音楽・芸能などの情報 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 27.7
 4. スポーツ情報 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 50.0
 5. 最近の流行・はやりもの ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20.1
 6. グルメや旅行・レジャー情報 ‥‥‥‥‥‥‥‥ 11.7
 7. 個人的な趣味に関する情報 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.3
 8. 近所や地元の身近な情報 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 26.9
 9. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.6
 10. 特にない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.1
 11. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.9

−ニュースの入手先1（複数回答）−
問 13 A　あなたは，ふだん，政治・経済・社会の動きを伝え

るニュースを何で，見たり，聞いたりしますか。あてはま
るものを次の 1 〜 17 の中からすべて選んで○をつけてく
ださい。（○はいくつでも）

 1. テレビ（録画再生を含む） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 87.7％
 2. ラジオ（録音再生を含む） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16.0
 3. 新聞 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 57.7
 4. 雑誌 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12.1
 5. 新聞の電子版 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12.6

 6. 雑誌の電子版 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.2
 7. Yahoo!ニュース ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 54.5
 8. ニュースサイト・ポータルサイト，アプリ
  （スマートニュース，グノシーなど） ‥‥‥‥‥ 13.4
 9. 新聞社や放送局の公式ニュースサイト・アプリ ‥6.6
 10. 放送局の公式動画配信サービス
  （NHKオンデマンド，日テレNEWS24など） ‥‥1.8
 11. インターネットラジオ
  （らじる★らじる，radiko.jpなど） ‥‥‥‥‥‥‥2.1
 12. LINE NEWS ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 29.5
 13. SNSで流れてくる記事 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15.7
 14. 動画投稿・共有サービス
  （YouTube，ニコニコ動画など） ‥‥‥‥‥‥‥‥8.3
 15. （上記5〜14以外の）インターネットの
  サイト・アプリ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.0
 16. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.3
 17. 特にない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.4
 18. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.4

−ニュースの入手先 2−
問 13 B　あなたが問 13A で○をつけたなかで，ニュースを見

たり，聞いたりするときにもっとも利用することが多いの
は何ですか。上の選択肢の中から 1 つだけ選んで数字を記
入してください。

 1. テレビ（録画再生を含む） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 50.8％
 2. ラジオ（録音再生を含む） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.9
 3. 新聞 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.6
 4. 雑誌 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.1
 5. 新聞の電子版 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.2
 6. 雑誌の電子版 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.0
 7. Yahoo!ニュース ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20.3
 8. ニュースサイト・ポータルサイト，アプリ
  （スマートニュース，グノシーなど） ‥‥‥‥‥‥3.4
 9. 新聞社や放送局の公式ニュースサイト・アプリ ‥0.8
 10. 放送局の公式動画配信サービス
  （NHKオンデマンド，日テレNEWS24など） ‥‥0.3
 11. インターネットラジオ
  （らじる★らじる，radiko.jpなど） ‥‥‥‥‥‥‥0.1
 12. LINE NEWS ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.3
 13. SNSで流れてくる記事 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.8
 14. 動画投稿・共有サービス
  （YouTube，ニコニコ動画など） ‥‥‥‥‥‥‥‥0.9
 15. （上記5〜14以外の）インターネットの
  サイト・アプリ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.2
 16. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.1
 17. 特にない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.1
 18. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.2

（分母＝2,327人）

−ネットニュースの配信元（複数回答）−
問 13 C　あなたがインターネット上のニュースサイトなどで

ニュースに接したとき，その中に，新聞社やテレビ局など
が配信した記事はありましたか。次の中から，あてはまる
ものをすべて選んで○をつけてください。（○はいくつでも）

 1. 読売新聞 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15.8％
 2. 朝日新聞 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16.3
 3. 毎日新聞 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13.7
 4. 日本経済新聞 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11.7
 5. 産経新聞 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10.1
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 6. NHK ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 17.6
 7. 日本テレビ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13.0
 8. テレビ朝日 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10.8
 9. TBS ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11.6
 10. フジテレビ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11.9
 11. テレビ東京 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.0
 12. 時事通信 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥9.1
 13. 共同通信 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10.9
 14. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.3
 15. 配信元は意識しない・わからない ‥‥‥‥‥‥ 41.7
 16. 新聞社やテレビ局などの記事は見ない ‥‥‥‥‥2.5
 17. インターネットでニュースを見ない ‥‥‥‥‥ 16.3
 18. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.7

−ニュースの重視点1（複数回答）−
問 14 A　政治 ･ 経済 ･ 社会の動きを伝えるニュースについて，

あなたが見たり，聞いたりする際に重視するものは何です
か。以下の中から，あてはまるものすべてに○をつけてく
ださい。（○はいくつでも）

−ニュースの重視点 2（メディア別）（複数回答）−
問 14 B　では，特に，テレビのニュース，（SNS 以外の）イ

ンターネット上のニュース，SNS 上のニュースをあなたが
見たり，聞いたりする際に重要だと思うことは何ですか。
それぞれについて，以下の中から，あてはまるものすべて
に○をつけてください。（○はそれぞれいくつでも）　

−ニュースに対する意識（複数回答）−
問 15　あなたは，政治・経済・社会の動きを伝えるニュース

について，どのように感じていますか。次の中からあては
まるものすべてに○をつけてください。（○はいくつでも）

 1. 自分に関係がある ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 34.8％
 2. 知ること自体に興味がある ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 48.9
 3. 物事の価値を判断する材料になる ‥‥‥‥‥‥ 45.3
 4. 他の人との会話の材料になる ‥‥‥‥‥‥‥‥ 38.5
 5. 仕事の上で必要である ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18.5
 6. 知らないと恥ずかしい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 31.9
 7. 難しい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 19.5
 8. 自分に関係がない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.6
 9. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.5
 10. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.8

−ニュースの信用度（メディア別）−
問 16　あなたは，次の A 〜 C を通じて知った政治・経済・社

会の動きを伝えるニュースについて，どの程度，信用して
いますか。それぞれについて，あなたの考えにもっとも近
いもの 1 つに○をつけてください。

A）テレビ
 1. すべて・ほとんど信用できる ‥‥‥‥‥‥‥‥ 12.9％
 2. 7割くらい信用できる ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 46.0
 3. 5割くらい信用できる ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 26.3
 4. 3割くらい信用できる ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.5
 5. まったく・ほとんど信用できない ‥‥‥‥‥‥‥2.6
 6. ニュースを見ない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.1
 7. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.6

B）（SNS以外の）インターネット
 1. すべて・ほとんど信用できる ‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.9％
 2. 7割くらい信用できる ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 24.4
 3. 5割くらい信用できる ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 32.7
 4. 3割くらい信用できる ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15.1
 5. まったく・ほとんど信用できない ‥‥‥‥‥‥‥2.9
 6. ニュースを見ない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 19.4
 7. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.6

C）SNS
 1. すべて・ほとんど信用できる ‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.2％
 2. 7割くらい信用できる ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11.6
 3. 5割くらい信用できる ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 25.7
 4. 3割くらい信用できる ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18.4
 5. まったく・ほとんど信用できない ‥‥‥‥‥‥‥6.8
 6. ニュースを見ない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 33.1
 7. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.3

−テレビのニュースを信用している面（複数回答）−
問 17A　政治・経済・社会の動きを伝えるニュースの中で，

特にテレビのニュースについて，あなたが信用しているの
は，どのような面ですか。あてはまるものすべてに○をつ
けてください。（○はいくつでも）

 1. テレビ局が信用できる ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 25.1％
 2. 取材や確認が十分である ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 33.8
 3. 政府やスポンサーの影響を受けていない ‥‥‥ 16.8
 4. 情報源がはっきりしている ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 35.5
 5. 編集されている ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥9.5
 6. 送り手の意図が入っている ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8.6
 7. 専門家の意見を伝えている ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 33.4

問14
A

問14
B

（％）

ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て 

重
視
す
る
も
の

重
要
だ
と
思
う

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て

重
要
だ
と
思
う

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て

重
要
だ
と
思
う

S
N
S
の
ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て

1. コメント・表現がわかりやすい 68.6 54.5 24.4 18.7 
2. 事実を伝えている 83.2 71.1 46.9 34.2 
3. 公平・客観的である 64.5 52.0 28.3 19.2 
4. 情報源がはっきりしている 62.2 45.9 31.6 23.4 
5. 情報が早い 73.8 46.3 47.1 32.8 
6. 詳しく知ることができる 68.9 45.8 32.2 18.2 
7. 専門家が伝えている 41.6 29.6 10.6 5.6 
8. 当事者が伝えている 27.9 18.0 8.5 6.6 
9. 親しい人・知人が話題にしている 12.4 5.2 3.7 5.1 

10. 多くの人が話題にしている 27.4 12.2 10.7 11.8 
11. 自分好みの情報が得られる 31.3 9.2 18.2 13.6 
12. 興味のないことでも知ることができる 42.4 22.5 17.4 13.0 
13. さまざまな意見や考え方を知ることができる 58.1 33.9 21.9 18.2 
14. 表には出ていない話を知ることができる 37.0 13.8 18.6 14.9 
15. その他 1.8 0.7 0.7 0.3 
16. 特にない・ニュースを見ない 3.1 7.2 20.9 35.0 
17. 無回答 0.5 2.5 5.4 7.0 
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 8. 世間の声を反映している ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20.9
 9. 他のテレビ・ラジオ・新聞で伝えられている
  内容と同じ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 23.0
 10. インターネットやSNS上で伝えられている
  内容と同じ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8.1
 11. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.6
 12. 信用できる面はない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.6
 13. ほとんど，まったくテレビのニュースは
  見ない・わからない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6.9
 14. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.3

−テレビのニュースを信用できない面（複数回答）−
問 17B　では，政治・経済・社会の動きを伝えるニュースの

中で，特にテレビのニュースについて，あなたが信用でき
ないのはどのような面ですか。あてはまるものすべてに○
をつけてください。（○はいくつでも）

 1. テレビ局が信用できない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12.4％
 2. 取材や確認が不十分である ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 27.0
 3. 政府やスポンサーの影響を受けている ‥‥‥‥ 42.2
 4. 情報源がはっきりしていない ‥‥‥‥‥‥‥‥ 22.9
 5. 編集されている ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 51.6
 6. 送り手の意図が入っている ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 43.9
 7. 専門家の意見ではない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.5
 8. 世間の声を反映していない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 19.0
 9. 他のテレビ・ラジオ・新聞で伝えられている
  内容と違う ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8.8
 10. インターネットやSNS上で伝えられている
  内容と違う ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6.6
 11. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.1
 12. 信用できない面はない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6.8
 13. ほとんど，まったくテレビのニュースは
  見ない・わからない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6.7
 14. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.6

−ネットニュースの確認方法（複数回答）−
問 18　では，インターネットや SNS で知った政治 ･ 経済 ･

社会の動きを伝えるニュースが信用できないとき，あなた
は，どうしますか。あてはまるものすべてに○をつけてく
ださい。（○はいくつでも）

 1. テレビの報道を見る ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 44.7％
 2. 新聞・ラジオ・雑誌など（テレビ以外の）
  マスコミ報道を見る ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 32.8
 3. （SNS以外の）インターネットの
  サイトやアプリで情報を探す ‥‥‥‥‥‥‥‥ 17.5
 4. SNS上で情報を探す ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8.7
 5. 家族や友人・知人の意見を聞く ‥‥‥‥‥‥‥ 16.7
 6. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.5
 7. 特に何もしない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 17.5
 8. インターネットやSNSでニュースを見ない ‥‥ 15.6
 9. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.5
 
−「フェイクニュース」認知−
問 19A　ところで，あなたは，「フェイクニュース」という言

葉を知っていますか。次の中からあてはまるもの 1 つに○
をつけてください。（○は 1 つ）

 1. 意味を知っている ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 47.7％
 2. 聞いたことがあるが，意味はよく知らない ‥‥ 24.8
 3. 聞いたことがない・知らない ‥‥‥‥‥‥‥‥ 26.8
 4. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.6

−フェイクニュースに対する意識（複数回答）−
問 19B　最近，マスコミやインターネット等において，事実と

異なる情報の報道を「フェイクニュース」と呼び，問題視す
る声があります。あなたは，この「フェイクニュース」につい
てどのように考えますか。次の中から，あなたの考えに近い
ものすべてに○をつけてください。（○はいくつでも）

 1. フェイクニュースを
  信じる人がいるのは不安だ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 43.2％
 2. フェイクニュースは
  人々の対立をあおっている ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 21.2
 3. フェイクニュースで世論が操作されている ‥‥ 33.3
 4. フェイクニュースを
  信じるのは一部の人だけだ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12.1
 5. フェイクニュースがあっても，
  自分で見分けられる ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.8
 6. 知らないうちにフェイクニュースに
  接している気がする ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 42.8
 7. 自分には関係ない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.0
 8. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.3
 9. 特に意見はない・わからない ‥‥‥‥‥‥‥‥ 20.1
 10. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.9
 
−テレビニュース番組に対する意識（複数回答）−
問 20　テレビのニュース番組についてうかがいます。あなた

が，政治・経済・社会の動きを伝えるテレビのニュース番
組で見たいと思うのは，次のどのような番組ですか。あて
はまるものすべてに○をつけてください。（○はいくつでも）

 1. 1日の世の中の動きを短い時間で
  まとめて伝える ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 68.7％
 2. 1週間の世の中の動きを短い時間で
  まとめて伝える ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 32.1
 3. 重要なニュースを長い時間をかけて
  詳しく伝える ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 25.1
 4. レジャー情報やエンターテインメント情報など
  気軽な話題も伝える ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 24.4
 5. 他の番組では取り上げていない話題を伝える ‥ 20.7
 6. 専門家が出来事の背景を解説する ‥‥‥‥‥‥ 46.2
 7. 様々な出演者が疑問や意見を語り合う ‥‥‥‥ 26.4
 8. キャスターは自分の意見を述べず，
  事実だけを伝える ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 26.9
 9. キャスターや出演者のコメントややりとりに
  親しみを感じる ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 21.6
 10. 出演者が本音を言っている ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 26.3
 11. わかりやすく説明するためにパネルや
  イラスト・模型などを使う ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 75.6
 12. スタジオの外からの生中継があり，
  ライブ（ナマ）感が感じられる ‥‥‥‥‥‥‥ 31.4
 13. FAXやSNSなどで寄せられた
  視聴者の反応を伝える ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13.7
 14. スタジオのセットや画面のデザインが良い ‥‥‥6.3
 15. 放送局や番組の報道姿勢が自分の意見や感覚に
  あっている ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20.3
 16. 見る番組は習慣で決まっている ‥‥‥‥‥‥‥ 47.1
 17. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.8
 18. 見たいと思わない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.8
 19. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.8
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−情報に対する意識−
問 21　あなたは，次にあげる意見について，それぞれどう思い

ますか。次の甲，乙のように分けると，どちらに近いでしょ
うか。（○は 1 つずつ）　

（A）
甲： それぞれが興味のあることだけ，知っていればいい
乙： 興味はなくても，社会の一員として知っておくべきこと

がある
 1. 甲に近い ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.7％
 2. どちらかといえば，甲に近い ‥‥‥‥‥‥‥‥ 13.1
 3. どちらかといえば，乙に近い ‥‥‥‥‥‥‥‥ 55.3
 4. 乙に近い ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 26.3
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.7

（B）
甲： テレビのニュースはどの局や番組を見ても似たり寄った

りだ
乙： テレビのニュースは局や番組によって個性がある
 1. 甲に近い ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 23.5％
 2. どちらかといえば，甲に近い ‥‥‥‥‥‥‥‥ 39.7
 3. どちらかといえば，乙に近い ‥‥‥‥‥‥‥‥ 27.2
 4. 乙に近い ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8.6
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.0

（C）
甲： 複数のテレビや新聞が同じ情報を報道しているときは信

用できる
乙： 「テレビや新聞の報道と違って，実は…」という情報のほ

うが信用できる  
 1. 甲に近い ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 17.6％
 2. どちらかといえば，甲に近い ‥‥‥‥‥‥‥‥ 52.8
 3. どちらかといえば，乙に近い ‥‥‥‥‥‥‥‥ 24.0
 4. 乙に近い ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.2
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.4

（D）
甲： 自分の好きなものに対する情報や他人の意見は，好意的

なものだけ知りたい
乙： 自分の好きなものに対する情報や他人の意見は，否定的

なものでも知りたい
 1. 甲に近い ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6.9％
 2. どちらかといえば，甲に近い ‥‥‥‥‥‥‥‥ 32.8
 3. どちらかといえば，乙に近い ‥‥‥‥‥‥‥‥ 45.7
 4. 乙に近い ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13.8
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.8

（E）
甲： （政治・経済・社会の動きを伝える）ニュースには意識し

て自分から接している
乙： （政治・経済・社会の動きを伝える）ニュースはたまたま

気づいたものだけで十分だ
 1. 甲に近い ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 17.5％
 2. どちらかといえば，甲に近い ‥‥‥‥‥‥‥‥ 47.9
 3. どちらかといえば，乙に近い ‥‥‥‥‥‥‥‥ 28.6
 4. 乙に近い ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.3
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.7

−基本的価値観−
問 22　次にあげることは，あなた自身のお考えにどのくらい

あてはまりますか。A 〜Ｊのそれぞれについて，1 つずつ○
をつけてください。

−情報に関する意識−
問 23　次にあげることは，あなた自身のお考えにどのくらい

あてはまりますか。A 〜Ｋのそれぞれについて，1 つずつ○
をつけてください。

（％）

あ
て
は
ま
る

ま
あ
あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

あ
ま
り

あ
て
は
ま
ら
な
い

無
回
答

A.今の社会は情報が多すぎると思う 36.6 47.7 11.2 3.5 1.0 

B.さまざまなメディアの情報を見比
べるほうだ 10.4 35.6 41.8 11.3 0.8 

C.自分にとっては，数は少なくても決
まった情報源があればいい 12.9 47.3 32.1 6.8 0.8 

D.自分が知りたいことだけ知ってお
けばいい 5.8 24.8 52.9 15.6 0.8 

E.情報はできるだけ深く知りたい 16.5 49.7 28.7 4.0 1.1 

F.正しい情報をより分ける自信があ
る 3.2 26.4 56.3 13.2 1.0 

G.知りたいことについて，すぐ情報が
得られないと気がすまない 8.9 30.6 46.6 12.8 1.1 

H.必要な情報にはお金をかける 4.6 14.5 46.8 33.2 1.0 

 I. 必要な情報を得るときは時間をか
ける 8.8 35.4 37.7 17.2 0.9 

 J.自分の考えや感じたことを多くの
人に知ってもらいたい 2.3 15.1 53.9 27.7 0.9 

K.マスコミ情報より，くちコミ情報の
ほうが信頼できる 3.9 20.3 49.7 24.9 1.1 

（％）

あ
て
は
ま
る

ま
あ
あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

あ
ま
り

あ
て
は
ま
ら
な
い

無
回
答

A.時間を有効に使わないと，とても損
した気分になる 27.0 45.6 21.9 4.7 0.8 

B.やらなければならないことに，いつ
も追われている気がする 22.3 44.2 25.8 6.9 0.8 

C.他人の意見に流されやすいほうだ 6.7 30.6 47.2 14.6 0.9 

D.人から自分がどう思われているか
気になる 12.4 37.6 36.0 13.2 0.9 

E.向上心が強いほうだ 10.9 44.2 37.0 7.0 0.8 

F.将来のことを気にするより，現在の
生活を楽しみたい 13.4 42.2 36.3 7.4 0.8 

G.社会を良くするために，自分も何か
したいと思う 8.7 46.4 35.5 8.4 0.9 

H.新しいものやサービスはすぐ試し
てみるほうだ 6.7 25.3 49.1 18.1 0.8 

 I. 家にいるより外に出かけるほうが
好きだ 15.5 34.4 38.0 11.4 0.7 

 J.社会的に広く認められていること
には価値があると思う 14.1 52.4 26.6 5.9 0.9 
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A.人づきあいはわずらわしいと思う
ほうだ 9.7 37.4 40.8 11.5 0.7 

B.つきあいは浅くても，友人や知人は
多いほうがよい 8.5 29.6 46.9 14.4 0.6 

C.メールやLINEなどで連絡するより，
会ったり電話をしたりするほうが
大事だと思う

25.7 43.9 24.2 5.3 0.8 

D.言葉より，絵や写真，動画のほうが
伝わりやすい 8.4 34.2 43.8 12.7 0.8 

E.友人は多いほうだ 7.8 27.0 48.4 16.1 0.7 

F.本音を話せる友人がいる 30.7 39.4 20.3 8.9 0.7 

−コミュニケーションに関する意識−
問 24　次にあげることは，あなた自身のお考えにどのくらい

あてはまりますか。A 〜 F のそれぞれについて，1 つずつ
○をつけてください。

−性−
 問A（省略）

−生年−
 問B（省略）

−職業−
 問C（省略）

−家族構成−
問 D　あなたの家族構成は次のように分けると，どれにあたり

ますか。
 1. 1人暮らし ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥9.2％
 2. 夫婦2人暮らし ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 19.1
 3. 2世代家族（子ども＋親） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 57.6
 4. 3世代家族（子ども＋親＋祖父，祖母） ‥‥‥‥ 11.4
 5. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.8
 6. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.9

−子どもの年齢−
問 E　あなたには，お子さんがいますか。次のように分けると

どれにあたりますか。2 人以上いる場合には，いちばん下
のお子さんのことをお答えください。

 1. 未就学の子どもがいる ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10.2％
 2. 小学生の子どもがいる ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.9
 3. 中学生または高校生の子どもがいる ‥‥‥‥‥‥8.2
 4. 上記以外の子どもがいる ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 33.8
 5. 子どもはいない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 39.0
 6. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.9

−最終学歴−　
問 F　あなたが最後に卒業された学校を，次の中から 1 つだ

け選んで○をつけてください。（在学中の方は，「5. 在学中」
に○をつけてください）

 1. 中学校卒業 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.2％
 2. 高等学校卒業 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 37.8

 3. 高等専門学校・短期大学卒業 ‥‥‥‥‥‥‥‥ 22.0
 4. 大学・大学院卒業 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 25.9
 5. 在学中 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.1
 6. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.9
 7. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.0


